（様式第４号－１）

提　案　書

　荒川遊園動物飼育等管理運営業務の応募に当たり、下記のとおり提案します。

１　展示及びふれあい動物の種類、頭数及び配置案

· どうぶつ広場において飼育し、展示やふれあいを行う予定の動物の種類及び頭数を列挙すること。なお、荒川遊園が想定する動物は以下のとおり。
【ミーアキャット、ポニー、ヤギ、ヒツジ、カピバラ、カンガルー、ウサギ、モルモット、フクロウ、ミミズク】
· 配置案は、別紙「どうぶつ広場図面」を参照し、図面上に記載すること。なお、ふれあい広場、展示エリア、動物舎の名称は仮称であり、必ずしもその名称どおりの動物を配置しなければならないものではない。
	


（様式第４号－２）

２　来園者向けイベントについて
· 常設していない動物を期間限定で展示する特別展、牛の乳しぼり体験、ヒツジの毛刈り体験等の、来園者向けのイベントを、時期や頻度（定期／不定期・開催曜日・一日における実施の回数）なども含め具体的に記載すること。
· 夜間開園時に実施するイベントの提案も可とする。
· 現時点で、荒川遊園が想定するイベントは以下のとおり。
【ポニー乗馬、動物（小動物、ヤギ、ヒツジ等）とのふれあい、餌の販売】
・イベントを行う会場としてどうぶつ広場内の芝生広場を利用できるものとする。
・大人の来園者獲得に向けたイベントも提案すること。

	


（様式第４号－３）

３　子ども等利用者への配慮について

· 動物とのふれあいを通じて、子ども達に情緒性豊かな優しい心を育んでもらうとともに、命の大切さを学んでもらうために、運営事業者としてどのようなことができるか具体的に記載すること。
· 妊産婦、高齢者、障がい者等に対する配慮について記載すること。
· 来園者に対する衛生管理についての考え方
	


（様式第４号－４）

４　人員配置について

· 現場責任者を長とする組織図を示し、荒川遊園に従事する社員・アルバイト等の人員配置に対する考え方や想定する配置人数を記載すること。また、責任者級の人員についてはこれまでの業務実績を記載するとともに、どのようなスキル・経験を有した人員を配置する方針であるかも記載すること。
	


（様式第４号－５）

５　動物の健康管理・衛生管理について

· 動物の健康管理・衛生管理について、給餌・清掃・健康チェック・暑さ対策・感染症予防など留意すべき点とその管理方法について記載すること。
· アニマルウェルフェアに対する考え方を記載すること。
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６　安全管理・危機管理について

· 動物による来園者や従業員への危害を防ぐための方策及び咬傷事故等危害発生時の対応について記載すること。
· 動物の逸走時の対応について記載すること。
· 災害時等非常時の来園者や動物の安全確保のための取り組みの考え方を記載すること。
· 感染症に対する取り組みについて、従業員・来園者の両面から対策を記載すること。
· その他、どうぶつ広場を運営する上で発生する潜在的リスクとそれを低減するための動物の適正な管理方法を記載すること。
	


（様式第４号－７）

７　事業者間の連携について
· 荒川遊園は、本件の動物飼育等管理運営事業者のほか、遊戯施設等管理運営事業者、売店管理運営事業者、清掃事業者、地下駐車場管理運営事業者など業務ごとに複数の事業者によって運営される。
· 来園者に対して切れ目のない一体的なサービスを提供するために、これらの事業者間の連携についての考え方や方策について記載すること。
· 荒川区で実施される各種イベント（獅子舞・お囃子公演、キッチンカー出店）に対する協力についての考え方を記載すること。
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８　飼育施設について

· 事業者が有する飼育施設及び飼育環境の分かる写真を数枚記載すること。
· 飼育方針や衛生面などの考え方を記載すること。
	


